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Abstract: Our Internship has beenmtroduced mto山e curricula of Shizuoka mstitute of Science and 
Technology (SIST) since 1999. This report presents the discussion about the preparation, the 
organization and the results of the internship program conducted in 2016. In 2016, 116 companies in 
Shizuoka prefecture were involved in this program 句providing their own internship programs for 277 
students and 136 students participated hi the programs. The results of this program's past 17 years are 




施している. 本制度も開始から 17 年を経過し, 企業との

















11 年度から平成 28 年度までの 17 年間のインターンシッ
プ実施結果を総括的にまとめ, 来年度以降のインターン
シップに関する展望についても述べる‘ 















平成 28 年度インターンシップは, これらの問題点を改
善するため，以下の事業を取り入れた， 
① 企業側への受入希望調査を一昨年, および昨年同様 
4月に開始した. 
































所・277 名分（昨年度は 104 社 228 名分）の実習テーマ受
入申し込みがあった． 
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。一 アート電子株式会社 浜松市 北区 
プリント基板、パターン設計、部品実装体験 9/5-'-9/7 3 日間 2 2 






















 株式会社アットエフ 南都留郡 山中湖村 
接客業と犬好きが集まるペットと泊まれるホテル
の運営に携わる仕事です． 


















8/8--8/12 S 日問 S 4 




















13 株式会社遠鉄ストア 浜松市 中区 小売・流通業の業務内容にっいて 8/I0-8/16 
5 日間 10 5 
















16 掛川市役所 掛川市 地方行政事務 8/22-"8/26 5 日間 1 I 
17 株式会社恭和 静岡市 駿河区 
CAT I AV 5を利用し、ソリッド、サーフエイ




CM(〕企業の仕事にっいて知ろう S/24-8/26 3 日間 2 2 
19 株式会社コーリッ 磐田市 
就業を通じ、実際に働くということの厳しさや喜
びを体験し、将来の就職活動に生かす． 









21 サイパーエリアリサー チ株式会社 
三島市 希望職種による 9/12-9/16 5 日間 2 2 













8/29-9/2 5 日間 1 I 
24 三明機エ株式会社 静岡市 清水区 
最先端の機械開発に挑む研究開発型の機械メーカ 
ーでの、 “ものづくり’’の醍醐味、愉しさ、面白 
さを存分に感じ取れる 5 日間を体験して下さい！1 




25 株式会社静岡制御 静岡市 葵区 制御盤製作の基礎知識の勉強と実習 
9/5-9/16 10 9 2 1 
26 静岡ビルサ一ビス株式会社 袋井市 










28 株式会社静鉄ストア 近隣店 舗 







29 島田市役所 島田市 
市役所の幅広い業務の中から、関心のある業務を
体験できます. 
8/22-8/26 5 日間 。山  2 
30 社会福祉法人春風会 沼津市 
高齢者との触れ合いの中で、福祉の一端を理解し
で今後の生活に役立てる． 8/29-9/2 
5 日間 2 1 








32 株式会社親和製作所 湖西市 
部品加工のエ程細分化で最新設備によるテクニカ
ルな部分と人間のオペレーション技術の入門実習 8/4--8/11 6 日間 2 





















未定 9/5-9/9 5 日間 1 1 



















新しい食文化の創造 8/22-8/31 10 H 6 1 












42 株式会社テクノサイト 島田市 
Java Web アプリケーション開発（プログラミン
グ～システムテスト） 8/29-9/9 






9/1-'9/8 6 日間 2 2 





45 株式会社東横イン掛川駅新幹線南口 掛川市 












47 豊橋鉄道株式会社 豊橋市 大卒総合職における職場実習 8/18-8/31 
10 0 1 1  
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9/9-9/13 5 日間 5 5 
50 法多山尊永寺 袋井市 
相手の気持ちを考える（参拝者の目線を大切にし
た境内管理） 













静駿 岡河 市区 
 













54 袋井市役所 袋井市 一般行政事務、事業運営の補助 8/24-8/30 5 日間 3 
り。 
 














だく為の保守・サービスの現場を体験‘ 8/29-9/2 5 日間 1 I 
58 株式会社藤田鉄工所 掛川市 打合せにて決定 9/12'9/22 9 日間 2 1 
59 株式会社富士ホンダ 富土市 先輩社員との同行等を通じて働く事を学ぶ 8/4-8/12 9 日間 2 1 








61 ポーラ化成工業株式会社 袋井工場 袋井市 
製品品質検査（受入～出荷） 9/5-9/9 5 日間 1 1 












9/1--9/2 5 日間 6 1 
64 松本印刷株式会社 
榛吉 原田 郡町 




メガネ製作までの流れを知る 9/1~9/8 6 日間 1 1 
66 焼津市役所（焼津図書
館） 
焼津市 図書館業務一般 9/6-9/10 5 日間 1 1 
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2  1 
69 山梨金属工業株式会社 藤枝市 日本の自動車産業に於ける金型の役割とものづくり原点を知る. 







3  3 
71 
ュニインフオーメーシ








クッ株式会社 掛川市 モノ創り、技術者の魅カ 




葵区 「人財」のプロとして雇用を創出 9/5~9/9 5 日間 2 1 








75 株式会社レオパレス 21 浜松市 中区 
ヒューマンスキルの重要性と実地体験を通じたビ
ジネスフレームワーク 9/5~9/9 5 日間 2 2 
76 株式会社ロジック 浜松市 中区 エンジニアの仕事とは. 9/9-9/16 
6 日間 2 2 




78 静岡市役所 静岡市 葵区 地方行政事務 8/9-8/14 
5 日聞 公募 1 
表 2 実習学生の学年・学科別人数  
学科 
学年 大学院 計 
 り』 
 3 1 
機械工学科 3 22 0 25 
電気電子工学科 3 25 0 28 
物質生命科学科 1 25 0 26 
コンヒ与ータシステム学科 0 28 0 28 
人間情報デザイン学科 0 29 0 29 
計 
「ー 
 129 0 136 
表 3 実習企業地域別内訳 
地区 事業所数 地区 事業所数 地区 事業所数 
浜松市 23 富士市 3 沼津市 1 
静岡市 12 富士宮市 2 西伊豆町 1 
掛川市 8 三島市 2 森町 1 
袋井市 7 牧之原市 2 吉田町 1 
磐田市 4 湖西市 豊橋市 1 
島田市 3 菊川市 1 山梨県 1 
焼津市 3 藤枝市 I 
表 4 インターンシップ事前・事後研修会、報告会 出席者状況 
学科 第1回 第 2回 第3回 報告会 
機械工学科 52 29 23 23 
電気電子工学科 42 33 26 24 
物質生命科学科 37 28 27 24 
コン11 ュー外Iステム学科 46 32 28 27 
人間情報デザイン学科 54 35 29 27 
計 231 157 133 125 
























う配慮し，78 社（昨年度は 67 社）に 136名（同 123名） 
の実習生を派遣することができた. 実習生を派遣した企
業ごとの実習期間，派遣実習生の人数などの一覧を表 1 
に示す‘また表 2 および表 3に, 学年別および学科別の
実習生数の内訳および受入企業の地域別内訳を示す. 
5. 事前教育について 
前述したように'4月 19 日から 3回にわたり事前研修
会を開催し，インターンシップを受けるにあたり, 基礎
的必要事項や心構えなどを説明した. 第 1 回事前研修
は，231 名（昨年度は 238 名）の参加があり,300 講義室

















ることができたと考えられ，回数に関しては 3回で必要  





慮した. 第1回事前研修参加者 231名（昨年度は 238名） 
の内,136名（昨年度は 123名）が企業実習を行うこと
とな -Jた．第 1回事前研修参加者中の実習参加率は 58. 
9%（昨年度は 53. 9%) となり，参加率は昨年度と比べて
































5 に示した. 本学でインターンシップを実施した l0年間
の受入企業数, 実際に実習を実施した企業の数，募集学
生数, 参加学生数, 単位取得学生数の変化を図 1に示し
た. 今年度は受入れ企業・実施事業所数・募集実習生数
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表 5 インターンシップ実習テーマの分野別分類 
図 1 受入企業等の数および参加学生数（10 年間の変化） 
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7. 1 実習内容 
学生が実際に行った業務内容の詳細を事項別にまとめ， 
よく行われていた主要な業務内容を図 3に示す．同率 25. 
4％で1位は，「製作，組立，加工」と「営業，接客, 販売」 
であった‘前者は昨年度より 3 割減, 後者は昨年度より 4 
割増であった．3 位「CAD，画面設計, 画像処理」は昨年度
の 3. 5 倍」 4 位「ソフトウェア開発,HP 作成」は昨年度
の 1. 5 倍に増加しており,ソフト寄りの実習が増加した． 
一方，「実験，測定，試験, 分析」は 2, 2％で, 昨年度の 




7. 2 実習によって得られた成果 
「実習の成果」についでまとめたものが図 4 である.1 
位の「企業や職場の雰囲気がわかった」は 28. 1%, 2 位の 







上がるので，3 年生ではなく 2 年生の時に強く勧めた方が
良いと思う’’との意見もあった‘ 
7. 3 実習に関する感想 
「実習に関する感想」についてまとめたものが図 S であ
る.1位の「貴重な体験ができた」は 25. 9%, 2 位の「経  
験を生かして自分の進路を決めたい」は 15. 2％であった． 
今回も経験を生かし今後につなげる目的は達成されたと
考えられる．同率で 3 位の「社会人の責任の重さを実感し 
た」,「実習担当者の助言がためになった」は 14. 9％であっ 
た．前者は, 昨年度は S 位で 11％であり，本年度は若干










7. 4 実習に関する反省 
実習に関する反省として記載された事項を整理したも





年度の 17％から 13. 4％となり, 一昨年度と同率となっ









	製作，組立．加工 	 25.4% 
	
営業，接客I 販売 	 25.4% 
CAD，図面設計，画像処理 ー 14.2% 
ソフトウェア開発 IHP作成 一 9.0% 
品質管理I検査 ~ 4.5% 
実験，測定，試験，分析 ~ 2.2% 
	
その他 	 19.4% 
0.0% 
	
5.0% 	 10.0% 	 15.0% 	 20.0% 	 25.0% 	 30.0% 





製品を作ることの大変さを実感した 一 10.9% 
実習期間は充実していて短く感じた 10.7% 
仕事の楽しさが分かった 一 6.2% 
問題点の解決が面白かった 瞬 1.2% 
0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 
図 4 実習によって得られた成果 
	
企業や職場の雰囲気がわかった ― 	 28.1% 
企業の現場を見ることができた 	 17.7% 
人との付き合い方，会話の重要性 	 16.9% 
仕事に対する熱意，緊張感，厳しさ 一 16.2% 
学生と社会入I 大学と企業の相違 、 	 10.9% 
慎重かつ正確な作業の重要性 ~ 10.2% 
0.0% 	 5.0% 	 10.0% 	 15.0% 	 20.0% 	 25.0% 	 30.0% 
図 5 実習に関する感想 
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うまく話や説明ができなかった 19.7% 
基礎的1 応用的な知識が足りなかった 18.4% 
もっと質問するぺきだった 18.2% 
集中カが途切れてしまった 13.4% 
積極的に行動するべきだった 一 8.8% 
元気よく挨拶できなかった  7.3% 
仕事に慣れず，周りに迷惑をかけてしまった 一 7.1% 
自ら考えて仕事をすることができなかった 7.1% 
0.0% 	 5.0% 	 10,0% 	 15.0% 	 20.0% 	 25.0% 
図 6 実習に関する反省 
表 6 インターンシップ実習生に対する個人別評価 （5段階評価，回答数 136) 
評価項目 
評点 
平均点 大変良い やや良い 普通 やや劣る 劣る 
5 4 3 2 1 
勤務状況（欠勤、遅刻、早退な
どの状況）はいかがでしたか？ 
96 22 16 2 0 
4. 6 
70. 6% 16. 2% 11. 8% 1. 5% 0. 0% 
勤務態度（言葉遣い、挨拶、返
事などは）いかがでしたか？ 
55 46 27 7 1 4. 1 
40. 4% 33. 8% 19. 9% 5. 1% 0. 7% 
実習内容はよく理解できていま
したか？ 
45 59 32 0 0 
4. 1 
33. 1% 43. 4% 23. 5% 0. 0% 0. 0% 
仕事に対し、よく実行・行動・努
力していましたか？ 
51 59 24 2 0 4. 2 
37. 5% 43. 4% 17. 6% 1. 5% 0. 0% 
仕事は正確で良い結果を出し
ていましたか？ 
41 47 46 2 0 
3. 9 
30. 1% 34. 6% 33. 8% 1. 5% 0. 0% 
創意エ夫の姿勢は見られまし
たか？ 
30 50 50 5 1 
3. 8 
22. 1% 36. 8% 36. 8% 3. 7% 0. 7% 
仕事に対する積極性はいかが
でしたか？ 
42 56 36 2 0 4. 0 
30. 9% 41. 2% 26. 5% 1. 5% 0. 0% 
責任感を持てていましたか？ 
50 58 24 4 0 4. 1 
36. 8% 42. 6% 17. 6% 2. 9% 0. 0% 
協調性はいかがでしたか？ 
45 49 38 3 1 4. 0 
33. 1% 36. 0% 27. 9% 2. 2% 0. 7% 
全体評価 
56 55 22 3 0 
4. 2 












各 5段階で評価するものとした．その結果（回答数 136) 
を表 6に示したー全体評価の平均点は，昨年度よりも 











動・努力」】34. 1%,「正確さ」：25. 2%,「創意工夫」： 










理解」：2. 4%,「実行・行動・努力」：2. 4%,「正確さ」： 
2. 4%,「創意工夫」：8. 1%,「積極性」：9. 8%,「責任
感」：2. 4%,「協調性」】3. 3%,「全体評価」：3. 3%)，特
に,「積極性」と「創意工夫」においては昨年度よりも, 



















































8. 4 実習先訪問担当教員の報告 














に真面目である 79. i%＋やや真面目である 17. 9%）を真
面目であると評価していた.この割合は，昨年度の割合 




る（非常に意欲的 63. 6%＋やや意欲的 31. 8%)と評価し
ていた‘この割合は，昨年度の割合（非常に意欲的 67. 
2%＋やや意欲的 26. 2%=93. 4%）よりやや上回ってはい
るが、ほぼ同じである． 




































































80. 0% 69. 2% 
	 69. 2% 






29. 2% I 30. 0% 	 26. 2%_上 26. 2% 20. 0% 4. 6% 	 0. 0% 
	
10.0% 	 4.6% 	 4.6% 
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~ . 3.0% 0.0% 0.0% 
非常に真面目 やや真面目 普通 やや不真面目 不真面目 
図 9 実習学生の取り組みに対する訪問教員の評価 




















a 0 % a 0 % 
 
「  J  非常に意欲的 やや意欲的 普通 あまり意欲的ではない 意欲的ではない 





























鳳 ー 3.0%15% 	 1.5% 。。％ 	 3.1% 
そう思う 	 ややそう思う 	 普通 	 ややそう思わない 	 そう思わない 






か？一平成 14年度インターンシップ実施報告 ， 
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